
このあたりは川の中から巨大な岩窟がそそり立つ淵であり、
履中天皇の御代に高辺左大将家成という人がこの岩窟で
遊んでいると、美女が現れて「この岩窟は龍神の正殿である。
粗略にするではない」と言って消えたために、それ以降この
場所を龍宮と呼ぶようになったとされる。
また雄略天皇の御代に御子の岩城皇子が、龍宮姫と名乗る
一人の乙女から岩窟の存在を聞き及びこの地を訪ねると、
龍宮姫が現れて産土神として祀るよう頼んだともされる。

そして天文16年（1547年）、この地に住む阿感坊という
者が川のほとりで藤ツルを伐っていると、誤って鉈を川に
落としてしまった。
川底に鉈があるのが見えるので取ろうと思うが、なかなか
手が届かない。そうこうしているうちに、とうとう深みに
はまってしまった。気付くと、川の底には御殿があり、
現れた娘に「乙姫様が鉈を気に入ったので３日間だけ貸して
欲しい」と告げられ、阿感坊は御殿で歓待を受けたのである。
３日後、乙姫様から「龍宮のことは誰にも告げてはならない」
ときつく言われ、玉手箱・瑪瑙玉・観音像をもらって地上に
戻ってきた。
しかし３日間だと思っていたのが、実際には３年もの月日が
流れていた。噂を聞いた役人が詳細を尋ねるが、阿感坊は
約束を守って答えなかった。すると役人は刀を振りかざして
強要したので、やむなく阿感坊が話したところ、突然苦しみ
だして死んでしまったという。


